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談話室

　

„
焼
き
物
＂
修
理
の
濫
觴
は
、
縄
文
土
器
で
あ
り
、
ひ
び
割
れ
部
に
穿
た
れ
た
補
修
孔
や
接
着
剤
と
し
た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
や
漆
の
痕
跡
に

よ
り
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
つ
ま
り
、
焼
き
物
（
セ
ラ
ミ
ッ
ク
）
の
発
生
と
同
時
に
修
理
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
と
な
る
。
我
が
国
で
の

古
陶
磁
の
修
理
技
法
に
は
、
漆
継
ぎ
・
鎹
継
ぎ
・
焼
継
ぎ
・
金
継
ぎ
な
ど
の
技
法
が
歴
史
上
確
認
さ
れ
る
。

　

中
で
も
焼
継
ぎ
は
、
江
戸
時
代
の
寛
政
期
頃
（
一
七
八
一
～
）
に
始
ま
り
、
昭
和
初
期
頃
ま
で
地
域
に
よ
っ
て
は
連
綿
と
継
続
さ
れ
て
き

た
修
理
方
法
で
あ
る
。『
守
貞
漫
稿
』
に
は
、
左
記
の
如
く
の
記
載
が
認
め
ら
れ
る
。

　
　

�‌　

瀬
戸
は
尾
張
国
地
名
、
専
ら
陶
器
を
制
造
す
。
故
に
今
俗
、
陶
器
の
惣
名
を
せ
と
も
の
と
云
ひ
、
こ
の
賈
を
せ
と
も
の
や
と
云
ふ
。

昔
は
陶
器
の
破
損
皆
漆
を
も
つ
て
こ
れ
を
修
補
す
。
寛
政
中
、
始
め
て
白
玉
粉
を
も
つ
て
焼
き
接
ぐ
こ
と
を
な
す
。
今
世
も
貴
価
の
陶

器
お
よ
び
茶
器
の
類
は
、
再
び
竈
に
焼
く
こ
と
を
好
ま
ず
。
故
に
漆
を
も
つ
て
こ
れ
を
補
し
、
金
粉
を
粘
す
。
日
用
陶
器
の
類
は
、
焼

接
を
専
ら
と
す
。（
傍
線
筆
者
）

　

つ
ま
り
、
日
用
雑
器
は
、
従
来
の
漆
や
鎹
に
よ
る
接
合
で
は
な
く
、
„
白
玉
粉
＂
と
呼
ば
れ
る
低
融
点
の
鉛
ガ
ラ
ス
で
の
陶
磁
器
の
接
合

修
理
が
流
行
し
た
こ
と
と
、
修
理
費
用
が
安
価
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
焼
き
継
ぎ
修
理
が
施
さ
れ
た
出
土
品
・
伝

世
品
は
、
全
国
に
多
数
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
江
戸
大
名
屋
敷
跡
や
窯
業
地
周
辺
で
の
出
土
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。

　

江
戸
の
川
柳
に
、「
怪
我
で
世
を
渡
る
は
外
科
と
焼
継
屋
」「
丁
度
来
て
粗
相
取
り
な
す
焼
継
屋
」
な
ど
が
確
認
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
江

戸
の
庶
民
生
活
に
は
焼
継
屋
の
存
在
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

本
焼
き
継
ぎ
資
料
は
、
口
縁
部
径
十
七
、三
糎
、
総
高
七
、三
糎
、
底
部
径
六
、四
糎
を
そ
れ
ぞ
れ
計
測
す
る
有
田
焼
で
あ
る
。
通
常
の
焼

き
継
ぎ
は
、
罅
部
の
修
理
や
接
合
は
多
く
と
も
十
片
以
内
が
一
般
で
あ
る
の
に
対
し
、
四
十
五
片
も
の
破
片
を
接
合
し
て
い
る
点
に
特
徴
が

あ
る
。
根
津
美
術
館
の
収
蔵
品
に
、
„
東
海
道
＂
と
銘
す
る
桃
山
時
代
の
志
野
茶
碗
が
あ
る
。
本
茶
碗
は
、
安
土
桃
山
時
代
の
別
個
体
の
志

野
茶
碗
の
破
片
五
十
三
片
を
江
戸
中
期
に
金
継
ぎ
で
修
理
し
た
も
の
で
、
五
十
三
継
（
次
）
ぎ
か
ら
„
東
海
道
＂
と
命
名
す
る
た
め
に
、
意

四
十
五
片
を
焼
き
継
ぎ
し
た
有
田
焼

青
木
　
豊
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図
的
に
五
十
三
片
を
接
合
し
た
江
戸
の
洒
落
の
産
物
で
あ
る
。
一
方
、
四
十
五
片
の
接
続
は
、
„
東
海
道
＂
に
次
ぐ
破
片
数
と
思
わ
れ
る
。

　

器
形
は
、
鉢
で
、
呉
須
は
輸
入
の
天
然
呉
須
を
使
用
し
、
高
台
は
十
九
世
紀
を
中
心
に
流
行
し
た
„
蛇
の
目
凹
型
高
台
＂
を
呈
す
る
と
こ

ろ
か
ら
、
製
作
年
代
は
幕
末
期
か
ら
明
治
極
初
期
頃
の
十
九
世
紀
中
の
所
産
と
観
察
さ
れ
る
。
意
匠
は
、
鉢
の
内
面
全
域
に
雪
山
を
背
景
に

凍
っ
た
湖
・
鳥
居
・
狐
を
描
い
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
本
朝
廿
四
孝
」
の
諏
訪
湖
を
走
る
狐
の
可
能
性
が
推
定
さ
れ
る
。
意
匠
の
技
法
上

の
特
徴
は
、
器
面
に
墨
で
輪
郭
や
文
様
を
描
い
た
上
に
呉
須
を
塗
る
と
、
墨
に
含
ま
れ
て
い
る
膠
分
に
よ
っ
て
呉
須
が
弾
か
れ
、
焼
成
後
に

墨
は
焼
き
消
え
て
輪
郭
や
文
様
が
白
抜
き
で
あ
ら
わ
れ
る
„
墨
弾
き
＂
技
法
で
、
„
氷
裂
文
様
＂
を
表
現
し
凍
り
付
い
た
諏
訪
湖
を
表
す
意

匠
と
観
察
さ
れ
る
。

　

な
お
、
高
台
内
中
央
部
に
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
根
岸
茂
夫
教
授
に
以
前
判
読
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
「
文
字
で
あ
る
こ
と
は
解
る

が
、
全
く
読
め
な
い
」
と
根
岸
先
生
を
も
っ
て
し
て
も
判
読
は
で
き
な
か
っ
た
。
底
部
に
記
さ
れ
る
文
字
は
、
焼
き
継
ぎ
職
人
が
磁
器
を
依

頼
者
か
ら
預
か
る
際
に
、
混
同
を
避
け
る
目
的
で
持
ち
主
の
名
や
屋
号
等
を
、
白
玉
粉
に
朱
を
混
ぜ
て
記
し
焼
き
つ
け
た
も
の
で
、
焼
き
継

ぎ
資
料
に
は
遺
存
し
て
い
る
の
が
常
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
鉢
で
あ
る
が
、
十
七
世
紀
頃
で
磁
器
の
生
産
が
少
な
く
貴
重
で
あ
っ
た
時
代
と
は
異
な
り
、
地
方
に
お
い
て
も
磁
器
生
産

窯
が
開
始
さ
れ
る
な
ど
、
国
内
に
磁
器
が
行
き
渡
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
な
い
江
戸
終
末
期
頃
に
お
い
て
の
、
そ
れ
も
特
別
上
手
で
は
な

い
有
田
産
磁
器
の
焼
き
継
ぎ
資
料
で
あ
る
。
そ
れ
も
四
十
五
片
継
ぎ
な
の
で
あ
る
。

　

次
い
で
意
匠
は
、
雪
山
と
結
氷
し
た
諏
訪
湖
を

走
る
狐
と
鳥
居
が
描
か
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
必
然

的
に
全
国
の
諏
訪
神
社
お
よ
び
関
連
社
の
什
器
の

可
能
性
が
想
起
さ
れ
る
が
、
詳
細
は
判
然
と
し
な

い
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
の
修
理
に
値
す
る
意
義

を
有
し
た
鉢
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
何
ら
か
の
精

神
観
念
上
の
学
術
情
報
を
内
蔵
す
る
資
料
と
考
え

ら
れ
る
。

（
博
物
館
学
）

雪山・鳥居・氷上を走る白狐

高台内に記された預かり記録文字

有田焼鉢


